
(57)【要約】

【課題】同調回路とその等価直列抵抗成分を補償する負

性抵抗回路とで構成され、簡単な回路で設計、調整が容

易な負性抵抗回路を用いた同調回路を提供することであ

る。

【解決手段】Ｃ、Ｌ、Ｒ１ から成る直列共振回路に直列

に負性抵抗回路Ｎを接続した同調回路であり、負性抵抗

回路Ｎにおいて、初段トランジスタＱ１ はエミッタ回路

に抵抗Ｒ３ を持たせた反転増幅器とし、次段トランジス

タＱ２ をエミッタフォロワ出力回路とする。このエミッ

タフォロワ出力より初段トランジスタＱ１ のエミッタ回

路へ帰還することにより正帰還回路ｐが構成され、出力

端子より初段トランジスタＱ１ のベース回路へ帰還する

ことにより負帰還回路ｎが構成されるので、このベース

入力端子と接地間に負性抵抗が発生する。このとき両帰

還回路の帰還量を調整することにより所望の負性抵抗値

が得られるので、同調回路のＱを任意の値に設定できる

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
直 列 共 振 回 路 の 一 端 に 駆 動 回 路 が 接 続 さ れ 、 そ の 他 端 に は 負 性 抵 抗 回 路 が 接 続 さ れ た 同 調
回 路 に お い て 、
上 記 負 性 抵 抗 は 、 上 記 負 性 抵 抗 回 路 に 接 続 さ れ る 反 転 増 幅 回 路 と 、 該 反 転 増 幅 回 路 に 接 続
さ れ る 非 反 転 型 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 と か ら 成 り 、 該 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 の 出
力 を 上 記 反 転 増 幅 回 路 の 入 力 へ 帰 還 さ せ て 負 帰 還 回 路 を 構 成 し 、 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回
路 の 出 力 を 反 転 増 幅 回 路 の 同 相 側 出 力 に 帰 還 さ せ て 正 帰 還 回 路 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 反 転 増 幅 回 路 は エ ミ ッ タ 回 路 に 抵 抗 を 有 す る １ 個 の 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ か ら 成 り 、 前
記 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 は １ 個 の 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ か ら 成 る エ ミ ッ タ フ ォ ロ ワ 回 路
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 負 帰 還 回 路 は 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 回 路 出 力 か ら 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の
ベ ー ス へ 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 正 帰 還 回 路 は 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ
回 路 出 力 か ら 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ に 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ 記 載 の 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ は 、 抵 抗 分 割 に よ っ て 電 源 電 圧 か ら バ イ ア ス 電 流 が 供 給 さ れ 、 か
つ 前 記 正 帰 還 回 路 は 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 回 路 か ら 直 接 帰 還 す る よ う に 構 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ は 、 夫 々 エ ミ ッ タ 抵 抗 を 有 し 、 前 記 正 帰 還 回 路 は 両 エ ミ
ッ タ 抵 抗 を 介 し て 接 続 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ が 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に 直 結 さ れ 、 前 記 正 帰
還 回 路 に キ ャ パ シ タ が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 同 調 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 正 帰 還 回 路 は 、 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ か ら 抵 抗 を 介 し て 第 １ の ト ラ ン ジ
ス タ の エ ミ ッ タ に 帰 還 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 負 帰 還 回 路 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の
エ ミ ッ タ か ら そ の ベ ー ス に 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 同
調 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 負 性 抵 抗 回 路 を 用 い て 同 調 回 路 の 周 波 数 選 択 度 を 改 善 す る た め の 同 調 回 路 の 回
路 構 成 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
無 線 受 信 機 に お い て 、 同 調 回 路 の 周 波 数 選 択 度 を 改 善 す る 方 法 に 、 負 性 抵 抗 回 路 を 用 い て
同 調 回 路 の Ｑ を 改 善 す る 方 法 が あ る が 、 そ の １ つ に 、 イ ン ダ ク タ と キ ャ パ シ タ を 直 列 接 続
し て そ の 一 端 か ら 入 力 信 号 を 加 え 、 他 端 は 負 性 抵 抗 回 路 を 通 じ て 接 地 す る よ う 構 成 す る こ
と に よ り 同 調 回 路 の 等 価 直 列 抵 抗 成 分 を 補 償 す る 方 法 が あ る 。 等 価 直 列 抵 抗 成 分 を 補 償 す
る の は 、 以 下 の ２ つ の 利 点 、 す な わ ち 、 同 調 周 波 数 を 変 え る と ω Ｌ の 値 は 変 わ る が 、 等 価
直 列 抵 抗 成 分 ｒ は 変 わ ら な い か ら Ｑ は 周 波 数 に 比 例 し て 変 わ る （ Ｑ ＝ ω Ｌ ／ ｒ ） こ と と な
り 、 こ の た め ３ ｄ Ｂ 帯 域 幅 は 一 定 に 保 た れ る と い う 利 点 と 、 ま た 、 同 調 回 路 の 出 力 と し て
電 流 成 分 を 取 り 出 せ ば 、 同 調 点 で の 最 大 値 、 す な わ ち 同 調 回 路 と し て の 回 路 利 得 は 周 波 数
に 無 関 係 に 一 定 で あ る と い う 利 点 が 活 用 で き る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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負 性 抵 抗 は 、 増 幅 器 に 正 帰 還 回 路 が あ る と 生 じ る こ と か ら 、 負 性 抵 抗 回 路 を 構 成 す る に 際
し て の 一 つ の 考 え 方 と し て は 、 正 帰 還 回 路 が あ る と 回 路 は 不 安 定 に な り が ち で あ る が 、 こ
れ を 抑 え て 安 定 な 正 帰 還 動 作 を 行 わ せ る に は 、 負 帰 還 回 路 も 同 時 に 存 在 さ せ れ ば 良 い の で
は な い か と い う こ と が 考 え ら れ る が 、 事 実 そ の よ う に す れ ば 構 成 で き る 。 負 性 抵 抗 回 路 と
し て は 種 々 の 方 法 に よ る 回 路 が 知 ら れ て い る が 、 設 計 、 調 整 が 容 易 で 、 高 周 波 帯 で も 十 分
動 作 し 、 回 路 構 成 が 簡 単 な 回 路 は あ ま り 見 当 た ら な い 。 そ こ で 、 本 発 明 者 は 同 調 回 路 の 構
成 案 と し て 特 願 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ８ ０ ３ ６ を 出 願 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 出 願 の 同 調 回 路 は 、 ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ を 直 結 し た 差 動 増 幅 回 路 と 、 エ ミ
ッ タ フ ォ ロ ワ の よ う な 低 イ ン ピ ー ダ ン ス 出 力 回 路 を 用 い 、 エ ミ ッ タ フ ォ ロ ワ 出 力 信 号 を 直
接 差 動 増 幅 回 路 の 同 相 入 力 側 へ 帰 還 す る よ う 構 成 し 、 さ ら に こ こ か ら 負 性 抵 抗 値 設 定 用 抵
抗 を 通 じ て 逆 相 入 力 側 へ 帰 還 す る よ う 構 成 す る こ と に よ っ て 、 こ の 逆 相 入 力 端 子 と 接 地 間
に 負 性 抵 抗 を 得 る 、 と い う 構 成 の 回 路 で あ っ た 。 こ の 回 路 は 通 常 よ く 利 用 さ れ る 回 路 だ け
で 構 成 さ れ て い る た め 、 設 計 、 調 整 は 容 易 で あ り 、 単 純 な 回 路 で あ る た め 比 較 的 高 い 周 波
数 ま で 安 定 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 こ の 負 性 抵 抗 回 路 に は 少 な く と も ３ 個 の ト ラ ン ジ ス タ が 必 要 で あ る か ら 、 さ ら に
高 い 周 波 数 ま で 動 作 可 能 と す る た め に は 、 も っ と 回 路 を 簡 単 に し て 内 部 で の 位 相 回 転 量 も
減 ら す こ と が 必 要 で あ り 、 そ の た め に は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 個 数 を さ ら に 少 な く す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 直 列 共 振 タ イ プ の 同 調 回 路 の 等 価 直 列 抵 抗 成 分 を 負 性 抵 抗 回 路 を 用 い て
補 償 す る 回 路 と し て 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 設 計 、 調 整 が 容 易 な 回 路 構 成 法 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 直 列 共 振 回 路 の 一 端 に 駆 動 回 路 が 接 続 さ れ 、 そ の 他
端 に は 負 性 抵 抗 回 路 が 接 続 さ れ た 同 調 回 路 に お い て 、 上 記 負 性 抵 抗 は 、 上 記 負 性 抵 抗 回 路
に 接 続 さ れ る 反 転 増 幅 回 路 と 、 該 反 転 増 幅 回 路 に 接 続 さ れ る 非 反 転 型 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン
ス 回 路 と か ら 成 り 、 該 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 の 出 力 を 上 記 反 転 増 幅 回 路 の 入 力 へ 帰 還
さ せ て 負 帰 還 回 路 を 構 成 し 、 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 の 出 力 を 反 転 増 幅 回 路 の 同 相 側 出
力 に 帰 還 さ せ て 正 帰 還 回 路 を 構 成 し た こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 述 し た 本 発 明 の 同 調 回 路 に お い て 、 下 記 の よ う な 構 成 を と る こ と が で き る 。
（ １ ） 前 記 反 転 増 幅 回 路 は エ ミ ッ タ 回 路 に 抵 抗 を 有 す る １ 個 の 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ か ら 成
り 、 前 記 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス 回 路 は １ 個 の 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ か ら 成 る エ ミ ッ タ フ ォ ロ
ワ 回 路 で あ る 。
（ ２ ） 前 記 負 帰 還 回 路 は 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 回 路 出 力 か ら 第 １ の ト ラ ン ジ
ス タ の ベ ー ス へ 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 正 帰 還 回 路 は 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ
ミ ッ タ 回 路 出 力 か ら 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ に 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
（ ３ ） 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ は 、 抵 抗 分 割 に よ っ て 電 源 電 圧 か ら バ イ ア ス 電 流 が 供 給 さ
れ 、 か つ 前 記 正 帰 還 回 路 は 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 回 路 か ら 直 接 帰 還 す る よ う に
構 成 さ れ る 。
（ ４ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ は 、 夫 々 エ ミ ッ タ 抵 抗 を 有 し 、 前 記 正 帰 還 回 路 は
両 エ ミ ッ タ 抵 抗 を 介 し て 接 続 し て 成 る 。
（ ５ ） 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ が 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に 直 結 さ れ 、 前
記 正 帰 還 回 路 に キ ャ パ シ タ が 挿 入 さ れ て い る 。
（ ６ ） 前 記 正 帰 還 回 路 は 、 前 記 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ か ら 抵 抗 を 介 し て 第 １ の ト
ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ に 帰 還 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 負 帰 還 回 路 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ
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ス タ の エ ミ ッ タ か ら そ の ベ ー ス に 帰 還 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 同 調 回 路 の 構 成 と し て は 、 直 列 抵 抗 成 分 を 補 償 す る の で あ る か ら 、 上 述 し た 理 由
か ら 、 当 然 、 イ ン ダ ク タ と キ ャ パ シ タ を 直 列 接 続 し て そ の 一 端 か ら 入 力 信 号 を 加 え 、 他 端
は 負 性 抵 抗 回 路 を 通 じ て 接 地 す る こ と に よ っ て 、 電 流 成 分 を 取 り 出 せ る よ う 構 成 す る 。 し
た が っ て 、 こ の と き 負 性 抵 抗 回 路 に 必 要 と さ れ る 要 件 は 、 ２ 段 の ト ラ ン ジ ス タ 増 幅 回 路 で
構 成 す る と す れ ば 、 そ の 前 段 の 回 路 の 入 力 端 子 （ 負 性 抵 抗 回 路 と し て の 入 力 端 子 ） は 同 調
回 路 に 接 続 さ れ る か ら 、 こ の 回 路 の 入 力 抵 抗 が 負 性 抵 抗 を 呈 す る 必 要 が あ り 、 こ の 回 路 を
反 転 増 幅 回 路 と す れ ば 、 こ れ に 続 く 後 段 の 回 路 は 非 反 転 増 幅 で 低 イ ン ピ ー ダ ン ス 出 力 の 構
成 と せ ね ば な ら な い 。 ２ 段 の 回 路 を こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 後 段 の 低 イ ン ピ ー ダ ン ス 出 力
端 子 よ り 前 段 の 入 力 端 子 へ 帰 還 さ せ れ ば 負 帰 還 と な り 、 同 じ く 後 段 の 低 イ ン ピ ー ダ ン ス 出
力 端 子 よ り 前 段 の エ ミ ッ タ 側 出 力 （ 同 相 出 力 ） へ 帰 還 さ せ れ ば 正 帰 還 と な る か ら 、 以 上 の
よ う な 構 成 に よ っ て 少 な く と も ２ 個 の ト ラ ン ジ ス タ 回 路 で 負 性 抵 抗 回 路 を 構 成 で き る こ と
と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 下 、 上 述 し た 原 理 に 基 づ く 本 発 明 の 同 調 回 路 を 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 同 調 回 路 の 全 回 路 構 成 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 Ｄ Ｒ Ｖ は
同 調 回 路 の 駆 動 回 路 で あ っ て Ｖ ０ は 駆 動 源 電 圧 で あ り 、 Ｒ ０ は そ の 内 部 抵 抗 で あ る 。 Ｃ 、
Ｌ 、 Ｒ １ は 直 列 共 振 回 路 を 形 成 す る 同 調 用 キ ャ パ シ タ 、 同 調 用 イ ン ダ ク タ お よ び そ の 等 価
直 列 抵 抗 成 分 で あ り 、 １ 、 ２ は 負 性 抵 抗 回 路 Ｎ の 入 力 端 子 で あ っ て 、 こ の 回 路 Ｎ に よ り Ｒ

０ と Ｒ １ の 直 列 抵 抗 成 分 Ｒ ０ ＋ Ｒ １ が 補 償 さ れ る よ う に な っ て お り 、 ３ 、 ４ は 出 力 端 子 で
あ る 。 負 性 抵 抗 回 路 Ｎ は 図 示 の よ う に ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ 回 路 Ｑ １ 、 Ｑ ２ で 構 成 さ れ る 。
前 段 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ は エ ミ ッ タ 回 路 に 抵 抗 を 有 す る 反 転 増 幅 器 で あ り 、 後 段 の ト ラ ン
ジ ス タ Ｑ ２ が 低 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 与 え る た め の エ ミ ッ タ フ ォ ロ ワ 回 路 で あ る 。 図 １ の
例 で は 、 正 帰 還 回 路 ｐ は 後 段 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の エ ミ ッ タ 出 力 か ら 抵 抗 Ｒ ４ を 通 じ て 前
段 エ ミ ッ タ 出 力 （ 同 相 出 力 ） へ 帰 還 す る こ と に よ っ て か け ら れ 、 負 帰 還 回 路 ｎ は 同 じ く エ
ミ ッ タ 出 力 か ら Ｒ ２ 、 Ｃ １ を 通 じ て 前 段 の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の ベ ー ス へ 帰 還 す る こ と に よ
っ て か け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 前 後 段 の ト ラ ン ジ ス タ 回 路 Ｑ １ 、 Ｑ ２ の 段 間 接 続 お よ び 正 負 の 帰 還 回 路 の 構 成 法 に は
、 図 １ の 方 法 以 外 に も 種 々 の 方 法 が 考 え ら れ る 。 即 ち 、 後 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の バ イ ア ス
電 流 供 給 法 お よ び 正 負 の 帰 還 の か け 方 に よ り 種 々 の 構 成 と す る こ と が で き る が 、 そ の 幾 つ
か の 例 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ （ ａ ） は 後 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の バ イ ア ス 電 流 を 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ か ら 抵 抗 Ｒ ６ 、 Ｒ ７

に よ る 抵 抗 分 割 に よ っ て 供 給 し た 場 合 で あ り 、 図 ２ （ ｃ ） は 前 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の コ レ
ク タ 出 力 を 後 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ へ 直 結 し た 場 合 で あ る 。 ま た 帰 還 回 路 に つ い て は 、 図 ２
（ ａ ） は 後 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ の 出 力 を 前 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ に 直 結 し て １ ０ ０ ％ 正 帰 還
し た 場 合 で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 前 後 段 の ト ラ ン ジ ス タ 回 路 Ｑ １ 、 Ｑ ２ と も に エ ミ ッ タ 抵 抗
Ｒ ３ 、 Ｒ ５ を 設 け 、 こ の 両 者 を 抵 抗 Ｒ ４ で 結 ぶ こ と に よ り 正 帰 還 回 路 ｐ を か け 、 前 段 ト ラ
ン ジ ス タ Ｑ １ の エ ミ ッ タ よ り 自 己 の ベ ー ス へ Ｃ １ 、 Ｒ ２ で 接 続 す る こ と に よ り 負 帰 還 回 路
ｎ を か け た 場 合 で あ る 。 ま た 、 図 ２ （ ｃ ） は 正 帰 還 回 路 ｐ に Ｃ ２ を 挿 入 し て 直 流 で の 正 帰
還 を 回 避 し た 場 合 で あ り 、 図 ２ （ ｄ ） は 正 帰 還 回 路 ｐ を 抵 抗 Ｒ ４ を 通 じ て 設 け 、 負 帰 還 回
路 ｎ は 前 段 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ の エ ミ ッ タ か ら ベ ー ス に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ （ 図 ２ を 含 め た ） の 同 調 回 路 を 機 能 に 応 じ た ブ ロ ッ ク に 分 解 表 示 す る と 図 ３ の よ う に
表 せ る 。
図 ３ に お い て Ｒ ０ ＋ １ は 駆 動 源 の 内 部 抵 抗 Ｒ ０ と 同 調 回 路 の 直 列 抵 抗 成 分 Ｒ １ の 和 Ｒ ０ ＋
Ｒ １ を 表 し て お り 、 Ｓ Ｕ Ｂ は 負 性 抵 抗 回 路 Ｎ の 減 算 機 能 を 表 し て い る 。 Ａ は 初 段 増 幅 器 Ｑ
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１ の 増 幅 度 で あ り 、 β は 正 帰 還 回 路 ｐ の 帰 還 量 、 す な わ ち 図 １ で は Ｒ ３ ／ （ Ｒ ３ ＋ Ｒ ４ ）
で あ る が 、 図 ２ （ ａ ） の 場 合 は 、 当 然 、 β ＝ １ で あ る 。
図 ３ に お い て 次 式 が 成 り 立 つ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ １ ５ 】
【 数 ２ 】
　
　
こ の ２ 式 よ り 端 子 １ 、 ２ よ り 右 を 見 た 回 路 の 入 力 抵 抗 、 す な わ ち 負 性 抵 抗 回 路 Ｎ と し て の
入 力 抵 抗 値 は
【 ０ ０ １ ６ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
と な る か ら １ ＜ β Ａ の と き 負 性 抵 抗 を 示 し 、 そ の 値 は Ｒ ２ に よ っ て 設 定 で き る 。
同 調 点 に お け る 駆 動 源 よ り 出 力 端 子 ま で の 増 幅 度 は 、 図 ３ よ り 容 易 に 得 ら れ
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 図 １ の 回 路 に お い て 、 Ｌ ＝ ３ ． ３ μ Ｈ 、 Ｒ ０ ＋ １ す な わ ち Ｒ ０ ＋ Ｒ １ ＝ ２ ０ Ω と し
、 直 列 共 振 回 路 の Ｃ の み を ５ ０ ０ ｐ Ｆ 、 ７ ０ ｐ Ｆ 、 ２ ０ ｐ Ｆ 、 ８ ｐ Ｆ と 変 化 さ せ た と き の
そ れ ぞ れ に た い す る 周 波 数 選 択 度 特 性 Ｓ １ ～ Ｓ ４ と 、 比 較 の た め 、 負 性 抵 抗 回 路 の な い 場
合 の 周 波 数 選 択 度 特 性 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 の 一 例 Ｓ ５ を 示 す 。 こ の 図 よ り 、 キ ャ パ シ
タ Ｃ の 容 量 を 変 化 さ せ て 同 調 周 波 数 を 変 え て も 、 通 過 帯 域 巾 す な わ ち 周 波 数 選 択 度 特 性 は
一 定 で あ り 、 同 調 回 路 利 得 も 一 定 に 保 た れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 細 に 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 負 性 抵 抗 回 路 を 用 い た 同 調 回 路 に よ れ ば 、 極 め て 簡
単 な 回 路 で Ｑ を 増 大 で き る ば か り で な く 、 同 調 周 波 数 を 変 え る た め に キ ャ パ シ タ Ｃ の 容 量
を 変 化 さ せ て も 、 通 過 帯 域 巾 す な わ ち 周 波 数 選 択 度 特 性 は 一 定 の ま ま で 同 調 周 波 数 を 変 え
る こ と が で き 、 し か も そ の 間 、 同 調 回 路 利 得 も 一 定 で あ る 、 と い う 同 調 回 路 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 回 路 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ト ラ ン ジ ス タ 回 路 例 以 外 の 回 路 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 効 果 を 示 す シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 　 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 の 増 幅 度
Ｃ 　 同 調 用 キ ャ パ シ タ
Ｄ Ｒ Ｖ 　 同 調 回 路 の 駆 動 回 路
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Ｌ 　 同 調 用 イ ン ダ ク タ
Ｑ １ 、 Ｑ ２ 　 ト ラ ン ジ ス タ
Ｒ ０ 、 Ｒ １ 、 Ｒ ０ ＋ １ 、 Ｒ ２ 、 Ｒ ３ 、 Ｒ ４ 、 Ｒ ６ 　 抵 抗
Ｓ Ｕ Ｂ 　 減 算 回 路
Ｖ ０ 、 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 　 特 定 部 の 電 圧
Ｖ ｃ ｃ 　 供 給 電 源
１ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 　 負 性 抵 抗 回 路 の 入 出 力 端 子
β 　 正 帰 還 回 路 の 帰 還 量
Ｎ 　 負 性 抵 抗 回 路
ｐ 　 正 帰 還 回 路
ｎ 　 負 帰 還 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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